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1. 研究目的および経緯 

申請者の独自のアイディアである資源再活用フェライト電波吸収体を作製し、それを企業とともに電

波吸収特性を測定・評価し、実用化・製品化することを目的とした。ファイバー化は新たな技術を要

するので第一段階としてバルクの電波吸収体を作製し、その電気的磁気的性質を調べた。 

 

2. 本研究の特徴 

資源再活用による新規な電波吸収材料を作製することにある。すなわち、使用する原料はすべて再利

用品である。 

   高分子…PET ボトルはポリエチレンであるので約 260℃で溶融し、ファイバ 

         ー化が可能である。これに使用済 PET ボトルチップを用いる。 

   フェライト粉末…フェライトを電子部品とするために仕上げ工程で研磨をする。 

           この研磨粉末は現在は廃棄されており、これを再活用する。 

3. 研究概要 

1） はじめに  携帯電話、無線ＬＡＮなどのデジタル機器の普及により、私達の身の周りには様々

な電磁波が飛び交っている。この電磁波により、パソコンやテレビの誤作動やノイズが生じたり、ま

た人体にも悪影響があるという報告もなされている。近年の情報伝達の迅速化に伴って、携帯電話な

どの周波数領域はメガヘルツ帯からギガヘルツ帯、すなわちマイクロ波域へと移行しつつあり、従来

の電波吸収体では対応できない周波数領域が存在するため、この周波数領域に対応した電波吸収体の

研究開発が必要となってきている。 30
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 Mn-Zn 系フェライトコアを研磨加工した際に生じる研削ス 

ラッジは高純度なフェライト粉末で、優れた軟磁気特性を示

すにもかかわらず、大部分が廃棄処理されている。また、近

年ペットボトルの回収率の向上に伴って、回収ペットボトル

の用途の多様化が求められている。そこで本研究ではこれら

二つの資源の再利用を目的とした複合材料の作製およびそ

の電波吸収特性の評価を行い、電波吸収体としての応用の可

能性を検討する。 

 

2） 実験方法  PET フレークに対して Mn-Zn フェライト粉

末が重量パーセントにして 60～80%になるように溶融・混合 図 1 フェラライト含有量の異なる試料

（厚さ 10mm）の電波吸収特性 



したものを粉砕した後、ディスク状に成型して電気炉中て加熱して試料を作製した。 

電波吸収特性は一軸管にセットした試料をベクトルネットワークアナライザーに接続して測定した。

30Hz～6GHz の測定周波数帯域でＳ1（複素反射率）、S2（複素透過率）パラメータを測定し、これらの

値から複素比誘電率と複素比透磁率を求めた。さらにこの 2つの値から反射減衰量をシミュレーショ

ンすることにより電波吸収特性の評価を行った。 

 

3） 実験結果 

 図 1は、厚さ 10mm、フェライト重量パーセントが 60～80wt.%の試料の電波吸収特性を示す。PET 添

加量が増加するにしたがい、吸収ピークが高周波側へシフトし、ギガヘルツ帯域においても実用可能

である 20dB 以上の吸収が観測される。 

図 2は、80wt.%の試料のリターンロスの厚み依存性を示す。厚みを薄くするとピークが高周波側に

シフトすることが観測されたが、吸収強度は徐々に低下した。 

フェライト粉末に PET を混合することによって絶縁性が向上し、透磁率が高周波側にシフトするため、

電波吸収ピークを高周波側にシフトさせることができた。この結果より、作製した試料はギガヘルツ

帯に電波吸収ピークを持つため、高周波域向けの電波吸収体として応用できる可能性があることを示

唆している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

                  図2 80wt.%試料の電波吸収特性の厚み依存性

30

25

20

15

10

5

0

R
et

ur
n 

lo
ss

[d
B

]

6543210
Frequency[GHz]

10mm
9mm
8mm

7mm
6mm

5mm
4mm

3mm

Sludge 80wt%

 

 

4. 成 果 

 ■学術講演発表（予定） 

  リサイクルフェライト/ＰＥＴ複合材料の電波吸収特性 

  （埼玉大学）坂本 卓也、神島 謙二、柿崎 浩一、平塚 信之 

  （ＦＤＫ）松尾 良夫 

  平成 19 年度粉体粉末冶金協会春季学術講演大会概要集、p.115(2007.6.6、東京) 
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